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　図３に COD と BOD の変化を示す。河川の有
機汚濁指標としては BOD が重要であるが、水
中の有機汚濁の流域変化を概観する目的で、
BOD と COD の両者について測定した。COD は、
最も高値を示した牛越橋でも 2.5 以下で、BOD
についても最大 1.5 である。流域にかかわら
ず有機汚濁の少ない水質となっている。わず
かであるが、下流域では上流域に比べて有機
汚濁の負荷が大きく、最も下流の千代大橋で
は逆に汚濁負荷が小さくなっている。河川の
もつ自浄作用効果がうかがえる 1)｡広瀬川は地
形的にみても流れが速く水量も多い。各流域
に停滞水域はほとんど無く、自然発生的及び
人為的起源に由来した汚濁水が河川本流へ流
入しても希釈効果が大きく、併せて河川の浄
化作用によって、有機汚濁指標が低値化する
ものと思われる。
　学校教育の中で、パックテストにより河川
の化学的酸素要求量を求め、においや濁りな
どの指標を含めて河川水質を探る試みがよく
行われる。表１に示したように、パックテス
トによる測定は簡便であるが、値の正確さに
疑問が残る。
図４　広瀬川水中の主要イオン成分
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（６）　河川中の主要イオン成分
　広瀬川水中における主要イオン成分は、表
１に示したように、Na+、Ca2+、Cl-、SO42-の
４種類である。これらのイオン成分は、河川
水の特徴と河川周囲の自然環境を知る上で役
立つ指標である。先の報告 2)でも述べたよう
に、河川中におけるイオン性物質の形態と動
態は複雑であり、種々の要因によってイオン
の種類と量が変化する。河川水中のイオン成
分は、主に鉱物の侵出と大気を通じた海塩の
循環に由来したものと考えられる。広瀬川の
場合、上流から下流に至る流域の地質構成は
複雑で、上流域では酸性及び中性火山岩の岩
石片が多く、中流域では塩基性火山岩類の岩
石片と石英、また、下流域では石英と変質し
た堆積岩が比較的多いことが知られている3)。
各流域での河川床を構成する土壌・岩石の浸
食によって含有イオンの種類と濃度が異なり、
上流域での温泉水の混入に加えて、各支流か
らの流水が入り込み、広瀬川本流の含有イオ
ン成分の種類と量を複雑なものにしている。
しかし、Na+、Ca2+、Cl-、SO42-の４種類のイ
オンは、広瀬川水質と周囲の環境との関係を
容易に理解し得る適した指標と思われる。図
４に示すように、これらのイオンは上流の作
並宿でいったん高い濃度を示すが、中流へ流
下するにつれて低下し、中流から下流へ進む
につれてふたたび増加傾向に転じており、明
瞭な変化をみせる。これらの変化は、図２に
示した導電率や硬度の変化とよく似ている。
主流長約 46 ・の身近な広瀬川の中で、温泉水
のゆくえを題材とした学習や、河川中での物
質移動に関する学習に役立てることができる。
４．環境教育教材の作成に向けた今後の課題
　河川水の水質調査は、自然環境水の現状を
経時的に把握し、水質が及ぼす生態系への影
響や河川と人との関わりなどを理解するのに
必要不可欠な手法である。今回得られた水質
データは、環境の実態のひとつを表している
ので、生徒たちが身近な環境の仕組みや問題
について考えるのに有効に利用できると思わ
れる。現在、広瀬川周囲の生きもの調査も行
われており、今後、生物指標と水質指標を基
礎環境データとして、自然水とその周囲の関
わりを広い視野で解釈できる教育情報を整備
し充実させることが必要である。
　本研究は、環境教育実践研究センタープロ
ジェクト研究「環境教育のための水質データ
の整備と環境データベースの構築」の補助と、
河川情報センター研究開発助成を受けて実施
したものである。支援していただいた関係者
各位に御礼申し上げます。また、本調査を行
うにあたり、採水と現地測定に協力してくれ
た宮城教育大学４年の阿部志乃、安達奈央、
佐藤由紀子、米山由樹、塩見文浩の学生諸君
と宮城教育大学大学院１年の伊海田隆子さん
に感謝します。
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